
 

 

 

 

 

 

                卒業、進級に向けて 

校長 馬 場 広 美 

長い間かたいつぼみであった校庭の桜もようやくふくらみ始めました。麗らかな陽ざしの

中、春の足音が一歩一歩近づいてきます。 

いよいよ３月、令和５年度の最後の月を迎えました。６年生は、本日の「感謝のつどい」

から卒業証書授与式の練習へと、小学校卒業に向けての準備となります。１年生から５年生

も、ひとつ上の学年への進級に向け、学習や生活のまとめをしていきます。また、２月２６

日（月）より、新しい通学班での登校が始まりました。３月５日（火）に「あんぜんタイム」

を全校で実施し、児童が登下校についての行動を振り返り、安全な登下校の仕方を再確認し

てまいります。PTA校外対策委員会（下子連）の皆様には、通学班編成にあたり御尽力をいた

だきありがとうございました。 

２月２９日（木）に、体育館で全学年が集まって「６年生を 

送る会」を行いました。間もなく小学校を卒業する６年生に、 

１年生から５年生の児童が感謝の気持ちをこめて出し物を行い 

ました。また６年生からは、在校生に手作りの台拭きと歌のプ 

レゼントがありました。どの学年の出し物にも真心のメッセー 

ジが込められていて、思い出に残る心温まる行事となりました。 

 さて、「メタ認知」という言葉を聞いたことがあるでしょうか。メタ認知の「メタ」とは「高

次の」という意味で、自分自身の認知活動（知覚、記憶、学習、言語、思考など）を、より

高い視点から、あたかも第三者のように客観視して、自分自身の認知活動を理解したり、振

り返ったり、時にはコントロールしたりすることを意味します。簡単に言うと「自分自身を

理解すること」で、生活や学習面において、このメタ認知の力がとても大事になってきます。 

学校では、授業の最後にその１時間での「自分自身の学習を振り返ること」をしています。

これは、その１時間で学んだことを振り返るのではなく、自身の学びについて振り返り、ノ

ートなどに書きます。自分の学びについて考えたことを言語化することで、より一層意識が

高まり、学習の質も向上していくのです。また、メタ認知を高めることによって、「私」と「あ

なた」の違いを自然に理解できるようになり、社会性が磨かれていきます。コロナ禍で人と

のかかわりが減少し、このようなメタ認知が獲得しづらい傾向も見られます。多様な人との

豊かなかかわりを通して、子どもたちの心理的な成長を支えていきたいものです。 

子どもたちは、各学年とも４月当初と比べると、目を見張るばかりにたくましく大きく成

長しました。これからも下小らしさを大切にしながら、学び合い、高め合い、ともに成長し

続けてほしいと願っています。今年度これまでの保護者の皆様、地域の皆様の御理解、御協

力に感謝申し上げるとともに、一年の締めくくりとして、しっかり臨んでまいります。 
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